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1. はじめに

自然景観への配慮が求められる公園内の歩道橋や山間部の林道橋などに木材や集成材が用いられることは多い

が、近年は、集成材を鋼板や鉄筋で補強する技術が発達したことで、比較的スパンの長い橋梁にも集成材が用いら

れる例が増えてきている。しかし、木材・集成材は風雨に曝された環境では腐食しやすいため、防腐のための薬液

注入や塗装を施されて利用されるのが一般的である。このように薬液注入などの防腐加工をした木材・集成材は、

一般に色が濃くなり、木目も見えにくくなるため、多かれ少なかれ防腐加工を徹底するほど木材が持つせっかくの

質感が失われるような関係がある。そこで本研究では、そのような木質感を定量的な数値で表し、また、人が「木

らしい」と感じる閾の数値をアンケートなどから抽出できれば、木構造の景観設計に利用できるかも知れないと考

え、その基礎研究として、部材表面を撮影した二次元画像の定量化を試みる。また、同じ画像に対してどのくらい

「木らしい」と感じるかのアンケート調査を行い、各数値指標とアンケート結果との相関を考察する。

2. 定量化手法
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解析対象は図–2∼図–5に示すような木材や非木材からなる様々な構

造・建築部材の部材表面を撮影した 256 × 256 ピクセルの ppm画像カ

ラー 30枚、白黒 30枚である。まず、色に関する数値指標として、 256

× 256 ピクセルのR値、G値、B値の平均を求め、最小値 0、最大値 1

で正規化した数値をR, G, B とする。次に、画像の縞成分を抽出する

ため、 ppm画像をグレースケールに変換し、その各列の平均を 1本の波

形データにしたものを縦縞成分、各行の平均を 1本の波形データにしたも

のを横縞成分とする。この縦縞成分と横縞成分をそれぞれ 1次元フーリ

エ解析1),4)し、それぞれのパワースペクトルを求める。縦縞成分のパワースペクトルを周波数に対して両対数プ

ロット2),3),4)したときの傾きを ax, その標準偏差を sx, 横縞成分のパワースペクトルを周波数に対して両対数プ

ロットしたときの傾きを ay, その標準偏差を sy とする。このとき、傾きの平均 a = (ax + ay)/2, 傾きの差

b = |ax − ay|/2, 標準偏差の平均 s = (sx + sy)/2を縞成分を表す数値指標とする。また Y IQ値に変換し， Y 値

（輝度信号）の標準偏差を sY とする。

3. アンケート

図–2∼図–5に示すような 30枚のカラー画像と、それをグレースケール化した 30枚の白黒画像の計 60枚の

画像に対して、「木らしさ」を「まるで木らしくない」 (1点)∼「なかなか木らしい」 (5点)の 5段階で問うア

ンケート調査を行った。被験者は秋田大学の土木環境工学科の学生 53人で、情報端末室の同じ端末に表示させた

ウェブページ上でアンケートを行った。 53人の被験者が 60枚の画像に与えた点数の平均点とと各指標との相関

をに示す。黒い丸で示したのは、平均点の標準偏差が 1.0以上となる（いわば、人によって評価に割とばらつき

のある）カラーの画像に対するプロットである。白い丸で示したのは、平均点の標準偏差が 1.0未満となる（いわ

ば、人によって評価のばらつきが割と少ない）カラーの画像に対するプロットである。黒い四角で示したのは、平

均点の標準偏差が 1.0以上となる白黒の画像に対するプロットである。白い四角で示したのは、平均点の標準偏差

が 1.0未満となる白黒の画像に対するプロットである。いずれの指標でも、指標値とアンケートの評価点数との間

とにそれほど相関は認められない。但し、いずれの指標においても、白色のプロットを見ると、点数の低い方と、

著しく高い方に分布しており、「まるで木らしくない」、「なかなか木らしい」という価値判断に関しては、人に

よって評価のばらつきが少ないということを表している。特に、白黒画像においての評価は、指標 a,b,s,の図に見
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られるように、黒い四角のプロットはほぼ中央部に集まっている。つまり、明らかに木にしか見えないような高得

点の画像であれば、人による評価のばらつきは少なくなるということかも知れない。

4. 考察

縦縞成分、横縞成分のスペクトルから求まる 7つの数値指標と、「木らしさ」を問うアンケートの評価点数との

間の相関を調べてみたが、特に大きな相関は認められなかった。しかし、すべての図においてアンケートの平均点

の標準偏差が 1.0以上を表す黒丸，黒四角のプロットが図のほぼ中心部に読めた。これにより、明らかに木にしか

見えないような高得点の画像や明らかに木に見えない低得点の画像であれば、人による評価のばらつきは少なくな

るということかも知れない。また、白黒画像のほうが標準偏差が 1.0以上のプロットが多いことからカラー画像に

比べ白黒画像のほうが人により評価がばらついた。R，G，B値の図の中ではR値の相関が最も高いことより、

人が「木らしさ」を感じるには緑や青よりは赤味の影響が大きいのかも知れない。
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